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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

組
合
員
・
地
域
の
皆
様
方
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
気
分
も
新

し
く
清
々
し
い
年
明
け
を
お
迎

え
の
事
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

昨
年
４
月
１
日
に
新
生
「
紀

州
農
業
協
同
組
合
」
が
誕
生
し

て
新
し
い
年
を
迎
え
ま
し
た
。

登
山
に
例
え
れ
ば
一
合
目
に
辿

り
着
い
た
位
で
す
。
新
た
な
年

を
迎
え
、
合
併
時
に
組
合
員
皆

様
に
お
約
束
し
ま
し
た
「
地
域

農
業
の
保
全
・
振
興
を
図
る
と

共
に
、
豊
か
で
住
み
良
く
活
力

あ
る
地
域
社
会
の
創
造
を
組
織

目
的
と
し
、
そ
の
実
現
に
努
め

る
」こ
と
に
役
職
員
一
丸
と
な
っ

て
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
の
人
口
が
減
少
す
る
中

で
す
が
、
合
併
の
メ
リ
ッ
ト
を

活
か
し
経
営
基
盤
を
強
固
に
し
、

地
域
農
業
を
振
興
し
ま
す
。
組

合
員
・
地
域
の
皆
様
方
に
と
っ

て
、
最
も
身
近
で
必
要
と
さ
れ

る
支
店
を
核
と
し
た
Ｊ
Ａ
運
営

を
図
り
各
種
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、

ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、
当
管
内
は
県
下
一
の

農
産
物
の
生
産
地
域
で
も
あ
り
、

そ
の
品
種
も
多
彩
で
す
。
そ
れ

ゆ
え
、
販
売
体
制
の
強
化
、
営

農
指
導
員
の
育
成
を
図
り
農
家

所
得
・
農
業
生
産
の
拡
大
に
努

め
る
と
共
に
、
食
の
大
切
さ
を

次
世
代
へ
伝
え
る
食
農
教
育
に

も
力
を
入
れ
、地
域
の
活
性
化
へ

の
改
革
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
は
、
農
協
改
革
問
題
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
な
ど
農
業
、
Ｊ
Ａ

に
と
っ
て
は
大
変
厳
し
い
新
た

な
状
況
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
組

合
員
・
地
域
の
皆
様
方
の
ご
協

力
の
も
と
、
こ
の
危
機
に
立
ち

向
か
い
た
い
と
思
い
ま
す
の
で

何
卒
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
組

合
員
・
地
域
の
皆
様
方
に
と
っ

て
良
き
年
で
あ
り
ま
す
様
ご
祈

念
申
し
上
げ
、
新
年
の
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

代表理事組合長

久保  秀夫

常勤監事
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購買店舗担当常務理事
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恵
ま
れ
た
自
然
の
中
で

こ
だ
わ
り
の
農
産
物
づ
く
り



4紀州農語り 4

夫
婦
ふ
た
り
、
二
人
三
脚
の
栽
培
。

熱
い
想
い
で
、
高
品
質
な
千
両
作
り
を
目
指
す
！

【
千
　
両
】

千両の栽培を始めて6年目。面積は

現在10ａ、その他に、自然薯を

栽培しています。

日高川町

桒
くわ

　博
ひろ

則
のり

玲
れい

子
こ
さん（64才）

さん（63才）



5 紀州農語り

千
両
栽
培
の
き
っ
か
け
は
、
玲
子
さ

ん
の
熱
い
想
い
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
し

た
。
玲
子
さ
ん
の
実
家
で
千
両
を
作
っ

て
い
た
と
の
こ
と
で
、
子
供
の
頃
か
ら

手
伝
い
を
し
て
、
千
両
に
は
と
て
も
馴

染
み
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
玲
子
さ
ん

の
実
父
か
ら
も
作
っ
て
み
な
い
か
と
声

を
か
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
な
か
な

か
で
き
ず
、
土
地
が
あ
る
の
に
何
も
せ

ず
放
っ
て
お
く
の
は
も
っ
た
い
な
く

思
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
2
人
で
営
ん
で
い
る
家
電

屋
の
仕
事
が
落
ち
着
い
て
き
た
頃
、「
作
っ

て
み
よ
う
」
と
決
心
し
ま
し
た
。
玲
子

さ
ん
の「
千
両
を
作
り
た
い
」と
い
う
長

年
の
願
い
が
叶
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

初
め
は
、
近
所
の
ベ
テ
ラ
ン
生
産
者

に
指
導
し
て
も
ら
い
な
が
ら
栽
培
し
ま

し
た
。
今
で
も
、
年
に
何
度
か
話
を
聞

い
て
、
栽
培
の
お
手
本
に
し
て
い
る
そ

う
で
す
。

平
成
23
年
の
紀
伊
半
島
大
水
害
で
、

千
両
は
壊
滅
状
態
に
な
っ
て
し
ま
い
、

栽
培
施
設
だ
け
が
残
さ
れ
ま
し
た
。
し

か
し
同
地
区
の
千
両
生
産
者
が
諦
め
ず

に
奮
闘
す
る
姿
に
鼓
舞
さ
れ
、
特
用
林

産
物
生
産
復
旧
支
援
事
業
で
施
設
を
増

設
し
、
栽
培
を
再
開
し
ま
し
た
。

千
両
は
夏
場
の
温
度
管
理
が
重
要
に

な
る
と
言
い
ま
す
。
真
夏
、
施
設
内
は

40
℃
以
上
に
も
な
る
た
め
、
風
通
し
を

良
く
し
て
施
設
内
温
度
を
調
整
し
ま
す
。

暑
さ
は
実
落
ち
の
原
因
に
な
り
、
実
が

落
ち
る
と
商
品
価
値
が
下
が
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
そ
こ
で
昨
年
、
施
設
に
ス
プ

リ
ン
ク
ラ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。
施
設

内
の
温
度
を
下
げ
る
こ
と
が
で
き
、
ま

た
作
業
の
省
力
化
に
も
繋
が
っ
た
と
の

こ
と
で
す
。

さ
ら
に
、
土
壌
成
分
の
管
理
を
徹
底

し
て
い
ま
す
。
土
に
よ
っ
て
作
物
の
出

来
が
変
わ
る
の
で
、
葉
の
色
や
実
付
き

が
良
く
な
る
よ
う
、
山
土
を
入
れ
る
な

ど
し
て
、
山
の
環
境
と
近
い
土
壌
作
り

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
年
は
「
初は

つ

鎌が
ま

」（
植
え
付
け
て
３
年

目
で
初
収
穫
す
る
千
両
の
呼
名
）
で
、

出
荷
に
胸
を
躍
ら
せ
て
い
ま
す
。
実
が

落
ち
な
い
よ
う
、
選
別
・
出
荷
作
業
の

際
に
は
丁
寧
に
扱
う
こ
と
を
心
掛
け
る

と
の
こ
と
で
す
。

背
丈
が
あ
り
実
の
よ
く
付
い
た
、
品

質
の
良
い
も
の
を
作
る
こ
と
を
目
指
し
、

協
力
し
合
い
な
が
ら
栽
培
し
て
い
る
お

2
人
。
良
い
千
両
が
で
き
た
と
き
の
喜

び
は
ひ
と
し
お
で
す
。
し
か
し
博
則
さ

ん
は
「
も
っ
と
素
晴
ら
し
い
品
質
の
千

両
を
作
っ
て
い
る
方
々
が
い
て
“
ど
う

し
た
ら
あ
の
よ
う
に
作
れ
る
の
だ
ろ
う
”

と
、
自
分
も
も
っ
と
頑
張
り
た
い
と
思

う
。
千
両
の
栽
培
は
楽
し
い
」
と
話
し
、

向
上
心
は
と
ど
ま
る
と
こ
ろ
を
知
り
ま

せ
ん
。

現
在
家
電
屋
を
営
ん
で
い
ま
す
が
、

今
後
は
千
両
栽
培
を
中
心
に
切
り
替
え
、

最
終
的
に
は
生
産
量
が
今
の
2.5
倍
に
な

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
自

然
薯
の
栽
培
面
積
も
増
や
し
た
い
と
考

え
て
い
る
そ
う
で
す
。

最
後
に
、「
千
両
は
、
葉
の
緑
色
と
実

の
赤
色
が
鮮
や
か
で
、
見
て
い
る
と
晴

れ
晴
れ
と
し
た
気
持
ち
に
な
る
。
自
分

も
消
費
者
も
心
か
ら
笑
顔
に
な
れ
る
よ

う
な
千
両
作
り
に
努
め
た
い
」
と
笑
顔

で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

熱
い
想
い
で
作
る
千
両

大
水
害
を
乗
り
越
え
て

千
両
の
栽
培
管
理

高
品
質
な
千
両
作
り
を

目
指
し
て
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▲避難中の様子▲避難する皆さんを迎えるKKG3

▲日高高校の校舎3階以上の教室に避難

＂もしもの時＂に備えて…
防災意識を高めよう

地域合同避難訓練

午
後
1
時
00
分
、

南
海
ト
ラ
フ
地
震
が

発
生
、
和
歌
山
県
下

に
大
津
波
警
報
が
発

令
さ
れ
た
と
想
定
し
、

避
難
訓
練
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

11
月
11
日
、
県
立
日
高
高
等
学
校
主
催

（
協
力
：
御
坊
市
消
防
署
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
和
歌
山

放
送
局
、
Ｊ
Ａ
紀
州
）
の
地
域
合
同
避
難

訓
練
お
よ
び
防
災
ス
ク
ー
ル
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
大
地
震
・
津
波
の
発
生
時
に
安

全
か
つ
迅
速
に
避
難
が
で
き
る
よ
う
に
、

避
難
経
路
の
把
握
、
避
難
方
法
の
手
順
の

確
認
を
行
い
、
実
際
の
避
難
に
対
応
で
き

る
行
動
力
を
身
に
付
け
る
た
め
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
　

訓
練
に
は
、
日
高
高
校
・
付
属
中

　
　
　
　

�

の
学
生
、
御
坊
市
内
の
園
児
・

　

�

小
学
生
、
地
域
住
民
な
ど
約

１
，
６
０
０
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

防災特集！

巨大地震発生！

津波が来る！
高い所に逃げよう



【全体運】�趣味や習い事を通じて人脈が広がりそう。オフ会などの誘いには気軽に応じてみて。メール交換にも発見あり　
【健康運】不規則な生活を改善すれば、体調も好転　【幸運を呼ぶ食べ物】ハクサイ牡羊座

２月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ

3/21〜
4/19

7 特　　集

▲�日高高校女子生徒の皆さんと、アルファ米（お湯を注
ぐだけで食べることができ、長期保存可能な非常用保
存食）のおにぎり作り

▲とん汁準備中 ▲約40分でとん汁の下準備が完了▲おしるこ準備中

消火器訓練マイトイレ作り 煙体験

搬送法起震車で地震体験

紙芝居＂津波てんでんこ＂
パーテーション（簡易仕切り）組

立・撤去

会
員
20
人
が
炊
き
出
し
訓
練
に

参
加
し
ま
し
た
。
と
ん
汁
１
０
０
０

食
、
お
し
る
こ
５
０
０
食
、
ま
た

日
高
高
校
女
子
生
徒
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
お
に
ぎ
り
を
５
０
０
食
作

り
、
避
難
訓
練
に
参
加
し
た
皆
さ

ん
に
ふ
る
ま
い
ま
し
た
。

11
月
７
日
、
地
域
合
同
避

難
訓
練
を
前
に
、
Ｊ
Ａ
く
ら

し
の
活
動
課
は
御
坊
市
の
幼

稚
園
、
保
育
園
５
園
を
回
り
、

津
波
の
怖
さ
や
、
避
難
の
と

き
に
心
掛
け
た
い
こ
と
を
伝

え
る
た
め
、
紙
芝
居
“
津
波

て
ん
で
ん
こ
”
を
園
児
た
ち

に
披
露
し
ま
し
た
。

心
肺
蘇
生
法
や
ロ

ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど
、

様
々
な
防
災
ス
ク
ー

ル
が
開
講
さ
れ
ま
し

た
。

炊
き
出
し
訓
練

に
参
加

防
災
ス
ク
ー
ル

Ｊ
Ａ
女
性
会



【全体運】�慎重になり過ぎる傾向がちらり。失敗を恐れず、開き直りの気持ちを大切に。持ち物の整理をすると開運効果大　
【健康運】ストレッチで体をほぐし、調子回復を　【幸運を呼ぶ食べ物】野沢菜牡牛座

２月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ

4/20～
5/20

8トピックス

▲あずま袋等を手渡す赤坂 幸子副会長（写真左）と
　田中 正子副会長（同中央）

◀▲
にし ゆきさ
んと一緒に
歌う参加者
の皆さん

●フレッシュミズ
　12 月 4 日、近畿地区フレ
ッシュミズ研修会に 7 名の
会員が出席しました。
　研修会では、フレッシュ
ミズの主張で最優秀賞を受
賞した栗山 千登世さん（西本
庄）が『フレッシュ
ミズという場の人と
の縁づくり』を発表
しました。また、他
JA のフレッシュミ
ズ会員らとの交流を
深めました。

●御坊北ブロック　藤田支部
　11 月 16 日、コーラスグループ「ハーブティー」
が藤田文化祭で美声を披露しました。

●ひだかブロック
　12 月 4 日、日高町特産の黒
竹を使ったひつじの置物を作
り、可愛らしく
出来上がりまし
た。

▲笑顔の参加者と平井 正子会長（写真左）

▲発表する栗山さん

▲和歌山県フレッシュミズ動画を披露

福島県の仮設住宅を訪問
『心に響く歌の交流会』
12 月 11 日、女性会役員 3名が、東日本大震災で被災した
方々が暮らす福島県郡山市の仮設住宅を訪問しました。印南
町出身の歌手にし ゆきさんにボランティア参加いただき『心
に響く歌の交流会』を開きました。女性会の歌「明日輝くた
めに」や「ふるさと」など 8曲を、会場に訪れた約 100 名の
住民の皆さんと一緒に歌いました。また、JA女性会からは
手縫いのあずま袋、みなべブロックの会員が寄付した南高梅
の梅干し 1000 パック（３L級 3個入り）、管内の生産者等か
ら提供されたみかん 35 ケースをプレゼントしました。
交流会に参加した方々からは「忘れずに来てくれて嬉しい」
との声をいただきました。



【全体運】�自分から積極的に動いた方がチャンスをつかめます。やりたいことには思い切って挑戦を。遠出の旅行もグッド　
【健康運】暴飲暴食に気を付けて。栄養にも配慮を　【幸運を呼ぶ食べ物】アオヤギ双子座

２月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ

5/21〜
6/21

9 トピックス

●「農婚 !! 田舎で婚活」
　11 月 22・23 日、管内の青
年農家 14 名、県内外から 13
名の女性が参加しました。
　管内特産品の収穫体験な
どを通して親睦を深め、6組
のペアが成立しました。

12 月 6 日、第 1回 JA紀州カップ争奪ジュニアバレーボール大会を開き、管内のジュニアバレーボー
ルクラブから、合計 24 チームが参加しました。第 1回の開催にあたり、JAから管内の特産品（梅干し、豆、
ミニトマト、みかん等）を各チームにプレゼントしました。開会式のあと、3会場（印南勤労者体育センター、
名田小学校、上南部小学校）に分かれてAグループ、Bグループ（５年生以下）の試合を行い、選手た
ちは力いっぱいプレーしました。

第1回 JA紀州カップ争奪ジュニアバレーボール大会

川辺ひかり女子

稲原ジュニアバレーボールクラブB

Bグループ

川辺ひかり男子
Aグループ

優勝

第3位

準優勝

　12 月の 1 ヵ月間、県
が取り組む民間職員研修
の研修生を受け入れまし
た。県職員の意識改革と、
県民目線に立った事業運営のための取組みで、日高健
康福祉衛生部衛生環境課の應

おう

田
た

 学
まなぶ

さんが、がいなポー
トで農産物の流通や販売システムについて学びました。

和歌山県職員研修

名田ソレイユ優勝

優秀
選手賞

荒木　秀介 川辺ひかり男子
山本　七海 川辺ひかり女子

敢闘賞

橋本　実久 名田ソレイユ
中川　未空 南部A
酒本　果朋 日高VBC
山口　紗弥 御坊つばさ
森　　希愛 川辺流星A

個人賞
◀選手宣誓
美浜ひまわり太陽
龍神 京花選手

▲管内の特産品を贈呈



【全体運】�何かとおっくうになり、腰が重くなる暗示。約束をドタキャンしないように。気力アップには植物を飾って　
【健康運】散歩など、軽い運動を心掛けるのが正解　【幸運を呼ぶ食べ物】フキのとう蟹　座

２月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ

6/22～
7/22

10あぐりガイド

中
晩
柑
類
の
生
育
状
況

　

本
年
産
の
中
晩
柑
類
は
全
般
に
平
年

並
み
の
着
果
量
と
な
っ
て
い
ま
す
。
果

実
肥
大
は
良
好
で
、
大
玉
傾
向
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
着
色
は
例
年
よ
り

も
や
や
早
く
、果
実
内
容
に
つ
い
て
は
、

み
か
ん
と
は
違
い
ク
エ
ン
酸
が
や
や
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。（
表
1
定
点
調
査

よ
り
）

中
晩
柑
の
収
穫
と
貯
蔵

　

温
州
み
か
ん
の
収
穫
も
落
ち
着
き
、

中
晩
柑
類
の
収
穫
の
時
期
を
迎
え
て
い

ま
す
。
こ
こ
最
近
は
夏
場
の
高
温
・
乾

燥
に
よ
り
果
皮
の
弱
い
ポ
ン
カ
ン
、
清

見
、
不
知
火
等
で
果
皮
障
害
が
出
や
す

く
な
っ
て
い
ま
す
。
園
地
の
状
況
を
よ

く
確
認
し
、
果
皮
障
害
が
発
生
す
る
前

に
収
穫
す
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。
ま

た
、
収
穫
前
に
は
必
ず
腐
敗
防
止
剤
を

散
布
し
て
下
さ
い
。

　

な
お
、収
穫
は
丁
寧
に
行
う
と
共
に
、

適
切
な
条
件
で
予
措
・
貯
蔵
を
実
施
し
、

品
質
を
落
と
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。（
表
2
）

土
壌
改
良
資
材
の
施
用（
1
月
～
2
月
）

　

土
壌
は
有
機
物
を
施
用
す
る
こ
と
に

よ
り
、
通
気
性
・
保
水
性
・
保
肥
力
が

増
加
し
、
新
根
の
発
生
し
や
す
い
条
件

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
こ
最
近
、
石

灰
資
材
の
施
用
を
怠
っ
て
酸
性
土
壌
と

な
っ
て
い
る
園
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

新
根
量
を
増
や
す
た
め
に
も
石
灰
資
材

や
堆
肥
等
を
施
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

使
用
資
材
に
つ
い
て
は
、
各
営
農
指

導
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。

あ
ぐ
り
ガ
イ
ド

柑
橘
類

果 

樹

年度 八朔 甘夏 清見 不知火 ポンカン
Ｈ24 91.7 93.9 80.9 81.2 71.1
Ｈ 25 95.3 93.2 83.8 82.8 73.1
Ｈ 26 94.8 98.0 85.2 84.2 71.9
平年値 93.7 96.8 81.9 80.7 72.1

品種
年度

八朔 甘夏 清見 不知火 ポンカン
糖度 酸度 糖度 酸度 糖度 酸度 糖度 酸度 糖度 酸度

Ｈ24 10.0 2.04 9.2 2.51 9.5 1.92 10.9 2.14 10.4 1.04
Ｈ 25 10.3 1.78 9.4 2.64 9.7 1.86 11.5 1.77 10.1 1.49
Ｈ 26 10.2 1.89 9.1 2.58 9.0 2.00 10.9 2.26 10.2 1.45
平年値 10.3 1.68 9.8 2.31 9.7 1.79 11.6 1.85 10.2 1.26

肥大状況（12月1日現在）　　　　　　　� 表１　定点調査より

内容分析（12月1日現在）

柑橘類の予措と貯蔵条件の目安について（表2）

品種 予措による減量歩合（％）温度（℃）貯蔵湿度（％） 注意事項

温州みかん ３～４ ３～６ ８５

不 知 火 ３～５ ６～８ ８５～９０ 新聞紙で包み、過乾燥に注意する

甘 夏 ４～５ ５～７ ８０～８５ ポリ個装（乾燥でコハン症が発生）

ポ ン カ ン ５～７ ４～５ ７５～８０ 高温多湿条件で予措戻り、ス上がりに注意

八 朔 不要 ３～５ ９０ ポリ個装（乾燥でコハン症が発生）
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梅
園
管
理
に
つ
い
て

整
枝
・
剪
定

　

広
報
誌
ス
マ
イ
ル
ハ
ー
ト
10
・
11
月

号
を
参
考
に
し
て
下
さ
い
。

　

で
き
る
だ
け
、
開
花
前
ま
で
に
終
わ

ら
せ
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

病
害
虫

ノ
コ
メ
ト
ガ
リ
キ
リ
ガ

（
通
称
　
モ
モ
ノ
ハ
ナ
ム
シ
）

　

近
年
、
一
部
地
域
で
、
開
花
期
に
異

常
発
生
が
あ
り
ま
し
た
。
症
状
は
、
花

を
食
べ
ら
れ
て
し
ま
い
、
実
が
つ
か
な

い
状
況
で
す
。
被
害
の
あ
っ
た
園
地
で

は
対
策
を
行
っ
て
下
さ
い
。

（
ミ
ツ
バ
チ
設
置
前
）　

モ
ス
ピ
ラ
ン
顆
粒
水
溶
剤　

2,000
倍

潅
水
に
つ
い
て

　

夏
場
の
土
壌
乾
燥
が
樹
勢
低
下
を
起

こ
す
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
冬

期
の
乾
燥
も
根
の
細
根
量
や
生
育
に
影

響
し
ま
す
。
乾
燥
が
続
け
ば
潅
水
を
実

施
し
て
下
さ
い
。

土
つ
く
り
（
根
を
元
気
に
！
安
定
生
産

の
た
め
の
重
要
な
対
策
で
す
）

　

秋
～
冬
は
土
つ
く
り
の
時
期
で
す
。

　

特
に
石
灰
は
酸
性
の
矯
正
だ
け
で
な

く
、
梅
は
石
灰
の
吸
収
量
が
多
く
、

根
・
枝
・
葉
様
々
な
器
官
に
多
く
利
用

さ
れ
ま
す
。
毎
年
必
ず
施
用
し
て
下
さ

い
。

　

堆
肥
（
牛
フ
ン・も
み
殻
堆
肥 

2
ｔ

／
10
ａ
）
と
土
壌
改
良
剤
（
苦
土
入
り

セ
ル
カ
又
は
苦
土
石
灰
100
～
120
㎏
）

ミ
ツ
バ
チ
の
設
置
・
保
護
に
つ
い
て

（
結
実
安
定
生
産
の
た
め
の
重
要
な
作

業
で
す
）

　

ミ
ツ
バ
チ
は
雨
の
降
ら
な
い
日
で
12
℃

以
上
・
風
速
が
3
ｍ
以
下
で
活
動
が
活
発

に
な
り
ま
す
。

　

受
粉
不
良
園
で
は
、
必
ず
ミ
ツ
バ
チ
を

設
置
し
て
下
さ
い
。（
1
箱
／
10
ａ
）

・�

梅
の
開
花
期
間
中
（
貸
し
出
し
し
た

　

�

ミ
ツ
バ
チ
の
回
収
が
済
む
ま
で
）
は
、

ミ
ツ
バ
チ
保
護
の
た
め
農
薬
の
散
布
は

し
な
い
で
下
さ
い
。

・�

一
度
置
い
た
場
所
を
絶
対
に
動
か
さ
な

い
で
下
さ
い
。

ス
カ
シ
バ
コ
ン
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
‼

ス
カ
シ
バ
コ
ン
Ｌ　

50
～
100
本
／
10
ａ

　

ス
カ
シ
バ
コ
ン
の
面
積
当
た
り
の
設

置
は
、
当
初
に
比
べ
大
幅
に
減
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、
コ
ス
カ
シ
バ
の

被
害
が
各
地
で
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

こ
れ
以
上
被
害
を
拡
大
さ
せ
な
い
た
め

に
は
、
農
家
1
人
1
人
の
設
置
が
重
要

で
す
。
産
地
全
体
の
設
置
で
効
果
が
高

ま
り
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
被
害
の
ひ
ど
い
園

で
は
、
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
フ
ロ
ア
ブ
ル　

200
倍
の
散
布
と
ス
カ
シ
バ
コ
ン
で
密
度

を
減
ら
し
て
下
さ
い
。

ミ
ツ
バ
チ
保
護
の
お
願
い

　

回
収
日
の
朝
に
入
口
を
閉
め
る
と
、

左
の
写
真
の
よ
う
に
熱
さ
で
ミ
ツ
バ
チ

が
死
ん
で
し
ま
い
ま
す
。必
ず
、回
収
日

の
夕
方
に
入
り
口
を
閉
め
て
下
さ
い
。

　

な
お
開
花
期
間
中
、
ミ
ツ
バ
チ
設
置

期
間
中
は
、
農
薬
の
散
布
は
し
な
い
で

下
さ
い
。

う
め

ミツバチ
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ハ
ウ
ス
ウ
ス
イ

　

潅
水
は
、
出
来
る
だ
け
晴
天
の
日
の

午
前
中
に
行
い
ま
し
ょ
う
。
畝
間
潅
水

は
加
湿
と
な
り
、
根
痛
み
・
べ
と
病
・

さ
び
病
の
発
生
原
因
に
な
る
た
め
、
で

き
る
だ
け
潅
水
チ
ュ
ー
ブ
を
使
用
し
潅

水
し
て
下
さ
い
。

空
気
莢
の
発
生
を
抑
制
す
る
た
め
の
4

つ
の
ポ
イ
ン
ト

・�

朝
は
ハ
ウ
ス
内
温
度
の
上
昇
を
待
っ

て
か
ら
換
気
す
る　

・�

昼
間
（
特
に
午
前
中
）
の
温
度
確
保

に
努
め
る

・�

夕
方
も
早
い
目
に
閉
め
て
温
度
確
保

に
努
め
る
（
灰
色
か
び
注
意
）

・�

植
物
体
へ
の
日
照
量
確
保
の
た
め
、

畝
間
を
広
く
と
る

キ
ヌ
サ
ヤ

　

紀
州
さ
や
美
人
は
、
高
温
に
弱
く
草

勢
も
弱
い
品
種
で
す
の
で
、
こ
ま
め
な

追
肥
を
心
掛
け
て
下
さ
い
。

栽
培

　

風
通
し
を
良
く
し
、
光
が
よ
く
当
た

る
よ
う
に
、
不
要
な
枝
は
草
勢
を
見
な

が
ら
早
期
に
取
り
除
い
て
下
さ
い
。
ま

た
蔓
下
げ
を
す
る
場
合
、
一
度
に
蔓
を

下
ろ
す
と
極
端
に
草
勢
が
低
下
し
ま
す

の
で
、
誘
引
紐
を
緩
め
、
蔓
の
重
み
で

自
然
に
下
が
る
程
度
と
し
て
下
さ
い
。

キ
ャ
ロ
ル
7
、
ア
イ
コ

　

1
～
2
月
に
か
け
て
は
、
開
花
か
ら

収
穫
ま
で
の
日
数
が
栽
培
期
間
中
で
最

も
長
く
な
る
事
か
ら
、
草
へ
の
着
果
負

担
が
大
き
く
、
草
勢
を
維
持
し
難
い
時

期
と
な
り
ま
す
。
対
策
と
し
て
、
適
期

収
穫
を
行
う
と
共
に
、
草
勢
に
合
わ
せ

た
摘
花
（
摘
果
）
作
業
を
実
施
し
て
下

さ
い
。

　

ま
た
雨
の
日
に
は
裂
果
が
発
生
し
や

す
く
な
り
ま
す
。管
理
作
業
を
調
整
し
、

降
雨
前
の
収
穫
を
心
掛
け
裂
果
の
軽
減

に
努
め
て
下
さ
い
。

摘
花
（
摘
果
）
作
業

　

摘
花
（
摘
果
）
作
業
に
よ
る
草
勢
調

節
を
行
う
事
が
基
本
と
な
り
ま
す
が
、

特
に
ア
イ
コ
で
は
2
月
以
降
に
開
花
す

る
房
を
摘
花
（
摘
果
）
す
る
事
に
よ
り
、

春
先
に
収
穫
す
る
果
実
の
肥
大
を
促
す

事
が
で
き
ま
す
。

　

草
勢
を
よ
く
観
察
し
な
が
ら
実
施

し
、
春
先
の
果
実
肥
大
促
進
と
収
量
ア

ッ
プ
を
目
指
し
て
下
さ
い
。

病
害
虫
防
除

　

摘
葉
作
業
を
定
期
的
に
実
施
す
る
な

ど
予
防
対
策
を
講
じ
て
下
さ
い
。

　
葉
か
び
病

　

�　

草
勢
の
弱
り
や
ハ
ウ
ス
内
湿
度
が

高
く
な
る
と
発
生
量
が
多
く
な
り
ま

す
。
摘
葉
に
よ
る
被
害
葉
除
去
と
薬

剤
散
布
を
実
施
し
て
下
さ
い
。
ま
た

誘
引
間
隔
を
均
等
に
取
り
通
気
性
を

確
保
し
て
下
さ
い
。

　

※�
発
生
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
場
合

で
も
定
期
的
な
薬
剤
散
布
を
実
施

し
て
下
さ
い
。

　

※�

循
環
送
風
機
の
使
用
は
予
防
的
な

効
果
が
大
き
く
、
病
害
が
発
生
し

て
か
ら
で
は
被
害
を
拡
大
さ
せ
ま

す
の
で
注
意
し
て
下
さ
い
。

　
う
ど
ん
こ
病

　

�　

草
勢
の
弱
り
や
ハ
ウ
ス
内
の
乾
燥

が
原
因
で
発
生
し
や
す
く
な
り
ま

す
。
定
期
的
な
薬
剤
散
布
を
実
施
し

て
下
さ
い
。

　

厳
寒
期
で
加
温
機
の
稼
働
時
間
が
長

く
な
っ
て
く
る
と
ハ
ウ
ス
内
が
乾
燥

し
、
果
実
の
肥
大
や
交
配
、
光
合
成
へ

の
影
響
、
う
ど
ん
こ
病
の
発
生
に
繋
が

り
ま
す
の
で
、
天
気
の
良
い
日
は
畝
間

に
軽
く
潅
水
を
行
っ
て
下
さ
い
。

　

温
度
管
理
に
つ
い
て
は
、
午
前
中
は

換
気
扇
の
動
か
す
時
間
を
遅
く
す
る
な

ど
で
蒸
し
気
味
に
管
理
を
行
い
、
午
後

か
ら
は
換
気
を
中
心
に
管
理
を
行
っ
て

下
さ
い
。

　

ま
た
、
根
が
畝
間
に
延
び
て
き
て
い

ま
す
の
で
、
畝
間
の
乾
燥
防
止
と
土
の

つ
ま
り
防
止
、地
温
の
確
保
を
目
的
に
、

堆
肥
等
を
敷
い
て
下
さ
い
。

　

整
枝
に
つ
い
て
は
内
枝
を
徐
々
に
整

理
し
、
2
月
以
降
は
完
全
に
整
理
し
、

主
枝
と
そ
の
側
枝
を
中
心
に
収
穫
を
行

っ
て
下
さ
い
。

豆
類

ピ
ー
マ
ン

ミ
ニ
ト
マ
ト

野 

菜
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２月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ

9/23～
10/23

13 あぐりガイド

　

ナ
ス
は
水
分
が
必
要
な
作
物
で
す
の

で
、
土
壌
を
乾
燥
さ
せ
な
い
よ
う
に
、

少
量
多
回
数
の
潅
水
で
適
度
な
湿
り
を

保
っ
て
下
さ
い
。

　

整
枝
や
葉
か
き
等
を
一
度
に
多
く
す

る
と
、
果
形
が
乱
れ
た
り
樹
勢
の
低
下

の
原
因
と
な
り
ま
す
の
で
、
適
時
行
う

よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

　

樹
勢
に
つ
い
て
は
、
柱
頭
と
と
げ
を

見
て
判
断
し
、
追
肥
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が

遅
れ
な
い
よ
う
調
整
し
て
下
さ
い
。

　

摘
心
は
下
段
か
ら
中
段
ま
で
、
葉
が

混
み
あ
っ
て
い
る
圃
場
に
つ
い
て
は
1

節
で
行
っ
て
下
さ
い
。
ま
た
上
段
に
つ

い
て
は
1
節
で
摘
心
を
し
て
下
さ
い
。

外
気
温
が
高
く
枝
が
伸
び
す
ぎ
た
時
に

は
、
切
り
戻
し
せ
ず
先
端
で
止
め
て
下

さ
い
。

　

温
度
管
理
は
、午
前
中
は
28
～
30
℃
、

午
後
は
3
時
頃
に
20
℃
ま
で
下
げ
る
よ

う
に
管
理
し
て
下
さ
い
。

小
玉
ス
イ
カ

2
月
定
植
ト
ン
ネ
ル
栽
培

　

地
温
確
保
の
た
め
定
植
2
週
間
前
ま

で
に
ト
ン
ネ
ル
等
の
準
備
を
完
了
し
ま

し
ょ
う
。

2
月
定
植
ハ
ウ
ス
栽
培

　

2
月
中
旬
よ
り
定
植
作
業
が
始
ま
り

ま
す
。
ス
イ
カ
栽
培
の
基
本
で
あ
る
一

斉
着
果
を
目
指
し
、
栽
培
管
理
を
行
っ

て
下
さ
い
。

　

地
温
（
15
℃
以
上
）
の
確
保
が
重
要

と
な
る
た
め
、2
月
定
植
の
低
温
期
は
、

定
植
2
週
間
前
ま
で
に
準
備
を
完
了
し

ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
栽
培
期
間
中
は
地
温
と
共
に
、

ハ
ウ
ス
内
温
度
の
確
保
も
必
要
で
す
。

2
重
被
覆
は
も
ち
ろ
ん
、
加
温
機
や
ス

イ
カ
キ
ャ
ッ
プ
の
使
用
に
よ
り
、
ハ
ウ

ス
内
温
度
の
確
保
に
努
め
て
下
さ
い
。

圃
場
準
備

①
元
肥

　

土
壌
分
析
を
実
施
し
、
適
正
施
肥
に

努
め
て
下
さ
い
。
昨
年
の
生
育
状
況
や

前
作
の
残
肥
も
考
慮
し
、
元
肥
の
施
肥

量
を
調
整
し
て
下
さ
い
。

②
除
草
剤

　

ク
レ
マ
ー
ト
乳
剤
の
登
録
内
容
を
厳

守
し
て
使
用
し
て
下
さ
い
。

③
排
水
対
策

　

炭
そ
病
対
策
の
た
め
に
も
、
水
は
け

の
悪
い
圃
場
で
は
、
排
水
対
策
を
行
っ

て
下
さ
い
。

定
植
作
業

植
え
穴
へ
の
粒
剤
施
用

　

ア
ブ
ラ
ム
シ
や
ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
対
策

と
し
て
、
定
植
時
に
粒
剤
を
土
壌
混
和

し
て
下
さ
い
。

定
植
苗

　

ひ
と
り
じ
め
セ
ブ
ン
は
草
勢
の
や
や

強
い
品
種
で
す
。
草
勢
調
整
の
た
め
、

本
葉
5
枚
程
度
の
（
Ｊ
Ａ
購
入
苗
の
大

き
さ
）
の
や
や
大
苗
を
定
植
し
て
下
さ

い
。

キ
ュ
ウ
リ

ス
イ
カ

ナ
ス

対象病害虫 薬剤名 使用薬量 使用回数 使用方法 使用時期 ハチ影響

アブラ
ムシ類

モスピラン
粒剤 1ｇ／株 1回 植穴

土壌混和 定植時 約10日以上

アドマイヤー
1粒剤

1～5g／株
（但し、3kg
／ 10aまで）

1回 植穴
土壌混和 定植時 約30日以上

ミツバチ注意！ 

ベストガード
粒剤

1～2g
／株 1回 植穴処理

土壌混和 定植時 30～40日
ミツバチ注意！

適用雑草 薬剤名 使用薬量 使用
回数

使用
方法 使用時期 希釈水量

畑地
一年生
雑草

クレマート
乳剤

200～
400mL／
10a当り

1回
全面
土壌
散布

定植・
マルチ前

（雑草発生前）

100～
150L／
10a当り

※�散布後は、1週間程度、日を空けてから定植しましょう。
散布直後の定植は、ガス障害発生の危険性があります。

※�ミツバチ交配では、アドマイヤー1粒剤、ベストガード粒剤はミツバチへ
の影響が大きい為、使用できません。(厳守して下さい )



【全体運】�おせっかいになりやすい時期。人の行動に口出しして、トラブルを招かないように。見守る気持ちを大切にして　
【健康運】まずまず快適に過ごせそう。ぜひ運動を　【幸運を呼ぶ食べ物】ワラビ蠍　座

２月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ

10/24～
11/22

14あぐりガイド

追
　
肥

　

花
蕾
が
見
え
始
め
た
頃
に
、
千
代
田

化
成
で
10
ａ
当
た
り
2
袋
程
度
施
用
し

て
下
さ
い
。
早
す
ぎ
る
追
肥
は
、
異
常

花
蕾（
扁
平
）の
原
因
に
も
な
り
ま
す
の

で
注
意
し
て
下
さ
い
。

潅
　
水

　

低
温
乾
燥
に
よ
り
収
穫
時
期
は
遅
れ

ま
す
。乾
燥
が
続
く
場
合
は
、出
来
る
だ

け
午
前
中
に
潅
水
を
実
施
し
て
下
さ
い
。

収
　
穫

　

雨
天
の
収
穫
は
、
必
ず
水
分
を
取
り

除
い
て
下
さ
い
。
し
ま
り
の
良
い
花
蕾

を
選
び
収
穫
し
ま
し
ょ
う
。
取
り
遅
れ

に
な
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

出
　
荷

　

規
格
の
範
囲
内
で
満
杯
詰
め
に
し
て

下
さ
い
。出
荷
の
際
は
、必
ず
Ｐ
‐
プ
ラ

ス
に
入
れ
出
荷
し
て
下
さ
い
。
雨
天
の

続
く
場
合
は
、必
ず
水
分
を
取
り
除
き

（
乾
か
す
）箱
詰
め
を
行
っ
て
下
さ
い
。

収
　
穫

　

収
穫
が
遅
れ
る
と
品
質
が
低
下
す
る

の
で
、
結
球
が
完
了
し
た
も
の
か
ら
順

に
収
穫
し
て
下
さ
い
。

　

収
穫
の
際
は
取
り
遅
れ
の
な
い
よ
う

に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

低
温
状
態
で
乾
燥
が
続
く
と
、
生
理

障
害
が
発
生
し
易
く
な
り
ま
す
の
で
、

水
分
状
態
や
保
温
に
注
意
し
て
下
さ
い
。

（
サ
ン
デ
ー
バ
イ
オ
レ
ッ
ト
で
は
、
花
芽

が
黒
く
な
る
等
）

但
し
、
ハ
ウ
ス
を
閉
め
切
る
時
は
ハ

ウ
ス
内
湿
度
に
注
意
し
、
ボ
イ
ラ
ー
や

循
環
扇
等
を
活
用
し
、
灰
色
か
び
病
の

発
生
に
注
意
し
て
下
さ
い
。

ま
た
、
灰
色
か
び
病
・
株
疲
れ
の
軽
減
、

次
の
芽
吹
き
充
実
の
た
め
収
穫
は
出
来

る
だ
け
順
次
行
い
、
採
花
遅
れ
や
、
極

端
な
乾
燥
に
注
意
し
て
下
さ
い
。

　

昼
夜
温
の
温
度
差
や
、土
壌
水
分
が
多

す
ぎ
る
と
、
軟
弱
な
、
徒
長
し
た
切
り

花
が
出
来
や
す
く
な
り
ま
す
。品
質
保
持

の
た
め
適
度
な
潅
水
は
必
要
で
す
が
、一

度
に
多
量
の
潅
水
は
控
え
て
下
さ
い
。

　

日
中
は
換
気
に
努
め
、
夜
温
を
高
め

る
管
理
を
心
掛
け
て
下
さ
い
。

（
二
番
花
の
仕
立
て
）

　

急
激
な
刈
り
込
み
は
株
枯
れ
の
危
険

性
が
あ
る
為
、
芽
の
確
認
を
行
っ
て
か

ら
刈
り
込
む
等
、
株
に
対
す
る
負
担
を

軽
減
さ
せ
る
よ
う
に
行
っ
て
下
さ
い
。

二
重
被
覆
を
行
う
と
芽
の
伸
長
が
促
進

さ
れ
ま
す
が
、
日
中
の
温
度
は
40
℃
位
ま

で
に
抑
え
る
よ
う
に
し
、ま
た
ト
ン
ネ
ル

内
の
乾
燥
に
注
意
し
て
下
さ
い
。（
乾
燥
す

る
と
焼
け
が
発
生
し
ま
す
）

蒸
し
込
み
中
に
二
番
花
の
芽
整
理
作

業
を
行
い
ま
す
が
、
芽
の
大
き
さ
が
5

～
10
㎝
に
伸
び
た
頃
に
大
き
さ
の
揃
っ

た
も
の
で
、
整
枝
し
て
下
さ
い
。

ま
た
、二
重
被
覆
を
行
う
前
に
は
必
ず

病
害
虫
（
う
ど
ん
こ
病
、ア
ブ
ラ
ム
シ
類
、

ハ
モ
グ
リ
バ
エ
類
等
）の
防
除
を
行
っ
て

下
さ
い
。

シ
ミ
・
花
落
ち
予
防
た
め
日
中
は
ハ

ウ
ス
内
湿
度
を
下
げ
る
様
に
心
掛
け
て

下
さ
い
。
換
気
中
に
冷
た
い
風
が
直
接

作
物
に
当
た
る
と
、
花
弁
が
痛
み
易
い

の
で
、
作
物
に
直
接
風
が
当
ら
な
い
よ

う
に
、
防
風
ネ
ッ
ト
等
の
資
材
を
利
用

し
て
下
さ
い
。

潅
水
は
、
ハ
ウ
ス
内
の
湿
度
に
注
意

し
、
晴
天
が
続
く
と
予
想
さ
れ
る
時
期

の
午
前
中
に
草
勢
、
採
花
ペ
ー
ス
に
合

わ
せ
て
行
っ
て
下
さ
い
。

　

灰
色
か
び
病（
花
シ
ミ
）予
防
の
た
め
、

薬
剤
散
布
（
ボ
ト
キ
ラ
ー
施
用
等
）
を

確
実
に
行
っ
て
下
さ
い
。

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

キ
ャ
ベ
ツ

ス
タ
ー
チ
ス

カ
ス
ミ
草

ス
ィ
ー
ト
ピ
ー

花 

き

黒腐病 キノンドー水和剤40 500～800倍 3回以内 収穫14日前まで

菌核病
スミレックス水和剤 2,000～3,000倍 4回以内 収穫14日前まで

ロブラール水和剤 1,000倍 4回以内 収穫7日前まで

べと病
ダコニール1000 1,000倍 2回以内 収穫14日前まで

フォリオゴールド 1,000倍 2回以内 収穫14日前まで

防除薬剤



【全体運】�好奇心旺盛になり、さまざまなことに興味を感じるはず。体験教室に注目を。ウインドーショッピングも刺激大　
【健康運】ちょっとしたけがに注意。いつも冷静に　【幸運を呼ぶ食べ物】シラウオ射手座

２月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ

11/23～
12/21

15 LA紹介

名田支店

宮井　英孝
☎ 080-8542-7413

由良　芳紀
☎ 080-8542-7421

三原　一仁
☎ 080-8542-7412

北岡　克弘
☎ 080-8542-7420

中井　丈登
☎ 080-8542-7414

松村　直哉
☎ 080-8542-7423

松本　祥子
☎ 080-8542-7427

宮本　久生
☎ 080-8542-7415

玉置　拡久
☎ 080-8542-7422

森本　良太
☎ 080-8542-7428

坪内　祐子
☎ 080-8542-7425

吉本　三成
☎ 080-8542-7416

田中　佑作
☎ 080-8542-7424

下村　良平
☎ 080-8542-7429

萩山　勝之
☎ 080-8542-7426

山本　　透
☎ 080-8542-7410

北野　雅己
☎ 080-8542-7417

野村　幸佑
☎ 080-8542-7411

細田　和宏
☎ 080-8542-7418

鈴木　章功
☎ 080-8542-7419

すべての組合員・利用者皆様に
「愛されるJA共済」を提供します！
お気軽にご相談ください。

本店営業部

湯川支店

川辺支店

美山支店 龍神支店中津支店

（ライフアドバイザー）



【全体運】�プライベートタイムを充実させる好機。得意な作業に打ち込めば、手応えを感じられそう。勉強に励むのも吉　
【健康運】良質な睡眠を目指すと体調に好変化が　【幸運を呼ぶ食べ物】アンコウ山羊座

２月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ

12/22～
1/19

16インフォメーション

　この度、JA紀州では2月から『女性大学＂Venus＂』を開講します！女性大学に入学し

て頂き、多分野の講座を受講することで、自分をスキルアップし、やりたいことを見つけ、

新しい仲間を見つけて行く…そんな場所を提供できればと思っています。毎日、仕事に育

児に頑張っている女性の皆さん！今、自分の可能性を広げるチャンスです！

愛と美と豊で自分をChange!!チェンジ

ヴィーナス＂Venus＂第1期生大募集！

JA紀州  女性大学

日　時 講　義

平成27年
2月18日

【開講式】
ヤブシンによる
ミニLIVE deうっとりランチ♪

平成27年4月 話題の天然石アクセサリー作りに
挑戦！

平成27年7月 役に立つ！女性のマネー講座　
ライフプランセミナー

平成27年9月 絵本の大切さを子供に教える
読み聞かせ講座

平成27年12月 親子でチャレンジ！
クリスマスケーキ作り

平成28年2月 管内の甘～い房どりミニトマト
収穫体験バスツアー

平成28年3月
ステキな女性にイメージチェンジ！
簡単ヘアアレンジ

【閉講式】

＊対象者　　�JA 紀州管内在住の 20 歳～ 40
歳の女性

＊定　員　　�30 名（定員になり次第締め切
ります）

＊期　間　　平成 27 年 2 月～
平成 28 年 3 月

　　　　　　（1年コース）計 7講義
＊場　所　　がいなポート
　　　　　　（御坊市名田町上野 1077 － 8）
　　　　　　�但し、講義内容により変更す

る場合もあります。
＊受講料　　1年間　6,000 円（入会費無料）
　　　　　　�1 講義のみの受講はできませ

ん。休んだ場合や中途退学の
場合は返金出来ません。

＊保　育　　�保育を必要とする受講者は事
前に申込みできます。

　　　　　　�講義中にお子様を預かりま
す。

　　　　　　お子様お 1人につき 1回
／ 500 円

＊卒　業　　�全受講で卒業を認定します。
　　　　　　�卒業生には卒業証書及び記念

品を授与します。

 1年間のカリキュラム（H27・2月～H28・3月）   入学条件

お申込みについて
　JA 各支店・A コープに設置している
お申込み用紙（女性大学チラシ）か、も
し く は 本 店 く ら し の 活 動 課 E メ ー ル
【kurashinokatudou@kisyu.jawink.ne.jp】
にて受付けております。
メールの場合：タイトル「女性大学申込」で
上記アドレスに空メールをお送り下さい。こ
ちらから折り返し、必要事項等を記載したメ
ールをお送りします。

申込締切日　平成27年1月26日（月）

女性大学に関するお問い合わせ先
JA紀州本店　くらしの活動課

☎0738-22-0604



【全体運】�強運に恵まれている期間。自信を持って自己アピールしましょう。温めていたプランを実行に移すのもお勧め　
【健康運】食べ過ぎて太る心配が。運動を忘れずに　【幸運を呼ぶ食べ物】ヤリイカ水瓶座

２月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ

1/20～
2/18

17 インフォメーション

詳しくはＪＡ紀州旅行センタ― まで！ JA紀州本店 別館2階 ☎0738－22－1344

2015年２月15日（日）

葬儀・供物のお届け、御相談はJAへ

御坊市・由良・日高・美浜・日高川町…… 　☎ 0738-52-0020
印南・みなべ町……………………………… 　　　　　☎ 0738-42-1194
龍神村………………………………………… 　　　　　　☎ 0739-78-0214

葬祭センター「やすらぎ」
JA ホ ー ル い な み
JA ホ ー ル 龍 神

取扱内容　　　
　JAホール（いなみ・龍神）・町営斎場・自宅等での葬儀一式
　提携民間葬祭ホールでの葬儀
　供物お届け　シキミ・生花・盛かご・会葬礼品・料理等
　　　※一部対応出来ない場合がございます。詳細はお問い合わせ下さい。

やすらぎ会員募集中（会員特典がございます）

寝台車 24 時間待機
しています。

心のこもったセレモニーを
お手伝いいたします。

主催：南部郷梅対策協議会
お問い合わせ先：みなべ町役場うめ課　☎ 0739-74-3276

お申込みについて
　・申込用紙（みなべ町役場、みなべ町各公民館に用意しています）
　・ホームページ（http://kokucheese.com/event/index/247051/）

　                                 からお申し込みください

梅干し入りおにぎりを握る人数で、世界記録を狙いませんか？

ＪＡ旅行センタ―では１枚のきっぷから
あらゆる旅のお手伝いをしております。

旅行のことならおまかせ！

団体ツアー
パッケ―ジ旅行

入 場 券

航 空 券
船 車 券

そ の 他Ｊ Ｒ 券

ご  宿  泊
貸切バス

紀州みなべ 参加無料！ 参加者募集‼

詳しくは　みなべ町ホームページ　http://www.town.minabe.lg.jp
詳しくは　Facebook「みんなで梅干しプロジェクト」http://www.facebook.com/umepro

先着400名 雨天
決行

開催場所　
上南部小学校体育館

申込締切
2015年2月5日（木）



information

正解者の中から抽選で６名の方に、
■応募方法
　右記の記入例を参考にはがき、または
FAX（0738-32-7140）にて必要事
項をお書き添えの上、たくさんのご応募
お待ちしています。
　皆様からお寄せいただいたお便り・感
想等は広報誌上に掲載させて頂く場合が
ございます。ご了承下さい。

ク ロ ス ワ ー ド パ ズ ル

①クイズの答え

②郵便番号・住所

③氏名

④電話番号

⑤お便り・感想

切
手

6 4 4 0 0 1 1

御
坊
市
湯
川
町
財
部
668

１

Ｊ
Ａ
紀
州

く
ら
し
の
活
動
課  

行

【全体運】�穏やかな心境で過ごせます。サポート上手になり、対人運は上々。近場の温泉で、ほっこりするのもお勧め　
【健康運】のんびり構えれば、体調に良い影響あり　【幸運を呼ぶ食べ物】レンコン魚　座

２月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ

2/19～
3/20

18インフォメーション

●先月号の答えは
 「オトシダマ」でした

うすいえんどう
（1㎏）
プレゼント

●締切　
1月30日（金）消印有効
�当選者の発表は、発送をもって
代えさせて頂きます。

■タテのカギ
① �最低気温が 0 度未満の日
③ �武士の命ともいわれた刃物
⑤ 応用に移る前にしっかりと
⑥ 全身真っ黒な鳥
⑦ �中央競馬を監督するのは──水産

省
⑨ �西を向いたときの右手の方向
⑪ �ぺこりとへこんだ所
⑬ �ホルスタイン、ジャージーといえ

ば
⑮ �趣味と──を兼ねた仕事
⑰ �応接室に似合う長いす
⑲ �けがが完全に──した
⑳ �タイヤに穴が開いちゃった
　 �大金持ちのこと　アラブの大──

■ヨコのカギ
① �早春に顔を出すフキの花茎
② �車などで人や物を運ぶこと
③ �ピスタチオを食べるときむきます
④ �駅伝の選手がつなぐもの
⑥ �東南アジアの国　首都はプノンペ

ン
⑧ �地球表面のおよそ 3 割を占めま

す
⑩ �ピンポンともいうスポーツ
⑫ �花を回ってチョウが吸う物
⑭ �子芋がたくさん付くことから、サ

トイモは──繁栄の縁起物です
⑯ �旧国名の一つ　ここと佐渡が現在

の新潟県です
⑱ �鬼は外、──は内

二重マスの文字を A ～ E の順に並べてできる言葉
はなあに ? 出題●ニコリ

【ＪＡわかやま発信】

　黒潮の恵みを受ける

青い海が眼下に広が

る、和歌山市の南西部。

古くは雑賀崎城があっ

た岬の先に建つ雑賀埼

灯台は、昭和 35年に

建設されました。以来半世紀以上に亘り、紀伊水道を

行き交う船舶を見守っています。

　和歌浦の景勝地として名が挙げられる双子島や番所

庭園はもちろんのこと、南のマリーナシティや北の友

ケ島まで、紀伊水道が一望できます。天気が良く空気

が澄み渡った日には、四国の山並みもはっきりと見え

るそうです。

　また、夕日が美しいことでも有名です。年2回のお

彼岸には、「夕日を見る会」が開催され、オレンジ色に

染まる空と海、そして「ハナフリ（花

ふり）」を見ようと大勢の人が灯台

を訪れます。

　「ハナフリ」は、この地に言い伝

えられている、彼岸の中日（春分

の日・秋分の日）に夕日からさま

ざまな色の光が舞い散るように見

える現象。花が降るようにも見え

ることから、この名がついたと言

われています。

　広大な海と「ハナフリ」を見に、

みんなで『つれもて』行ってみま

せんか？

雑
さい

賀
が

埼
さき

灯
とう

台
だい

【所在地】和歌山県和歌山市雑賀崎字鷹巣山（有料駐車場有）
【交通アクセス】
公共交通：�JR和歌山駅または南海電鉄和歌山市駅から、和

歌山バス（市内雑賀崎循環線）雑賀崎遊園バス停
下車、徒歩15分

車：�大浦街道（県道15号新和歌浦梅原線）を南進、松下体育
館交差点を南西に曲がり県道15号をそのまま進む。

21



印南町印南

湯川　光
ひかる

くん（5才）、琶
は

瑠
る

くん（6ケ月）
ご両親　和

かづ
哉
や
さん・優

ゆう
子
こ
さん

光くんは誰とでもすぐに仲良くなれる明るく元気な男
の子。好きな遊びは虫捕り、キャッチボールです。今
一番熱中していることは『妖怪ウォッチ』のメダル集め。
休みの日は公園に出かけ、これからは恐竜博物館や
アドベンチャーワールドに行きたいと思っています。
ご両親は光くんたちに「優しく、時には厳しく」接す
るようにしており、「優しい子に育ってほしい。兄弟い
つまでも仲良く遊んでね」と微笑みます。

19 読者の広場・表紙紹介

「津波てんでんこ」
　新年あけましておめでとうございます。本年度もスマイル
ハートのご愛読よろしくお願いします。
　今月の特集は、南海トラフ巨大地震を想定し総勢 1600 人
が参加した「地域合同避難訓練および防災スクール」につい
て掲載した。JA からは女性会が炊き出し班として訓練に参
加した。
　東日本大震災の際、岩手県釜石市の小中学生ほぼ全員約
3,000 人が「津波てんでんこ」を標語に防災訓練を受けてい
た成果により無事避難した。「釜石の奇跡」として話題とな
った。
　「釜石の奇跡」の立役者となったのが防災教育を指導した
片岡敏孝教授 ( 群馬大学 ) である。教授は、みずから状況判
断して逃げること、災害弱者を助ける立場の者はあらかじめ
明らかにしておくこと、家族はそれぞれ逃げると信じて行動
することを指導している。

　巨大地震が発生すれば御坊市には、15 分で 16 メートル
の津波が押し寄せると国の有識者による想定が出ている。私
は 3 年前から御坊幼稚園の避難訓練に参加しているが、先生、
園児の防災訓練に対する意識が非常に高く、月に 1 回必ず訓
練もしくは防災教育を実施している。
　明日起こるかわからない災害に対して、JA、地域、家族、個
人が防災教育を通じて日頃から災害に対する意識の向上を図
り、具体的な行動まで確認する時期が来ているのではないか。
　記憶にあたらしい長野県北部地震では、最大震度 6 弱を記
録したが幸い死者はいなかった。地元新聞の報道によれば、
周辺地域の消防署が実施している合同訓練による連携と住民
同士の助け合いが活かされた結果だと報道している。

　新年を迎え「人にして遠き　 慮
おもんぱかり

　無ければ　必ず近き憂
い有り」という聖人の言葉を心に刻んだ。

編集後記

　サッカーが大好きな勇飛くんは、毎日サッカーを楽しんでいます。おじ
いちゃんが根っからの阪神ファンで小さい頃からキャッチボールをしてい
たそうですが、現在はサッカークラブへ入り、日々練習に励んでいます。
そんなお兄ちゃんが大好きな美羽ちゃん。お兄ちゃんの真似をして、サッ
カーをやりたい！と言う日が来るかもしれませんね。
�ご両親からのメッセージ：�元気で明るく育ってね。

勇敢に飛べ！美しく羽ばたけ！

美浜町　中瀬　勇
ゆう

飛
ひ

くん（11才）、美
み

羽
う

ちゃん（4才）

表紙紹介

我が家のア
イド

ル
！！



この広報誌は、環境にやさしい再生紙と一部植物油インクを使用しています。

＊ 作 り 方 ＊

もち米は一晩浸して
おく。

さつまいもはマッシャー
でつぶすか、裏ごしする。
（口当たりがなめらかに
仕上がる）

さつまい
もはきれ
いに皮を
むき、適当
な大きさに切り、水にさらし
ておく。（30 分くらい）

もちがつけてきたら、つぶ
したさつまいも、砂糖、塩
を入れ、手で助けながらつ
きあげる。

完全につきあがったら、金
のボールに入れ、氷水で冷
やす。上にぴったりとラッ
プをしておく。

冷めたら適当な大きさに丸
めていく。この時、お好みで
中にこしあん（約20g）を入
れる。きなこをまぶして出来
上がり。

①のもち
米と②の
さつまい
もを別々
に蒸す。

③が完全に蒸しあがったら
もちをついていく。

JA Kishu
COOKING

vol.009

いももち

発
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TEL：
0738-22-0604　

FA
X
：
0738-32-7140

切り餅でも代用出来ます。（レンジなどでしっかり温めて下さい）
さつまいもの量で出来上がりのかたさが変わりますので、お好みで
変えてみて下さい。 さつまいも多め…柔らかくなる

少なめ…かためで丸めやすい

甘くて美味しい「いももち」
を自宅でも！

さつまいも　　2.5〜３㎏（正味）
もち米　　　　1升3合
砂糖　　　　　190ｇ
塩　　　　　　30ｇ
きなこ　　　　適量
こしあん　　　２㎏

JA 紀州女性会

平井正子会長（中
央）

赤坂幸子副会長（左
）、田中正子副会長（

右）

＊ 材 料 ＊

おいしさ伝える紀州の料理！

ぽん！

（約100個分）

❶ ❷ ❸ ❹

❺ ❻ ❼ ❽


